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2月

寒中お見舞い申し上げます
穏やかな年明けから早一ヶ月が経ちましたね。“2月は逃げる”と言われる様に、短い日
数の下、保育面では一人ひとりの目標達成に向けて確実に進めて参ります。
当園では先月より行政の心理士と連携を図り、一年間の成長の確認と集団生活に向
けての指導方法などを共有しています。つきましては、今月の個人面談で保護者の皆様
と共通理解しお子さんの成長の糧にしたいと考えていますので、日程調整をしご参加下さ
います様ご協力宜しくお願い致します。今月は「節分」（旧暦では立春）があり、その由
来を伝えつつ子どもたちは自分の中に潜んでいる悪い鬼に例え、元気に「鬼は外」と豆に
ぶつけていきたいと思います。私達職員は、全員の無病息災を願って行事を楽しんでいき
たいと思います。今月も宜しくお願い致します。

代表 有松秀行

保護者の皆様、子育て、お仕事とお疲れ様です。
まだまだ寒い日が続いていますが、早いもので暦の上では“春”を迎えていますが実感
はまだ遠い様ですね。それでも沖縄は太陽の温かい日差しが差し込むと、戸外へ出か
け子どもたちの歓声と共に帰園後は静かに机上あそびを楽しんでいますよ。自然が
育む子どもたちの影響は大きく全身の成長、発達、免疫力の向上、五感の発
達、散歩先での他の人との挨拶など社会性、命の尊さ、季節の環境の変化、
そして散歩しながら先生やお友達との会話は心地良く心を育みます。その

影響でしょうか、帰園すると元気に「ただいま」と挨拶し、楽しかったね、
「また行きたいね」と明るいおしゃべりに溢れています。立春から

春分を過ぎると暖かい日が増えますね。健康管理に配慮
し、今月も保育を進めて参ります。

宜しくお願い致します。

（食育だより）

Q.目に異物が入った！どうしたらいいの？
A.強風によるほこり（外あそび、砂あそび）が目に異物
が入ることがあります。その様な対処法として
★基本・・絶対に目を擦らない事
①瞬きを繰り返し涙と一緒の目の外へ流し出す
②流水で洗い流す
③異物が目に刺さっている、痛みで目が明けられない、
涙が止まらない症状があれば眼科を受診して下さい。

園外保育の様子

沖縄の伝統行事の「カーサームーチー」を先月、子ど
もたちと作りました。寒い冬に家族の健康と長寿を祈
願する行事です。らいむ保育園の園児はお餅が食べら
れない為、お菓子の“おちゃぐみ”を餅に見立ててカー
サー（葉）で包み作ります。
模倣の下、子どもたちなりに理解し、実体験を通して
“心”を育んでまいりたいと思います。

（保健だより）

Q.子どもたちの追い出したい鬼のイメージを教えて下さい
Ａ.当園の子のイメージは難しいですが、鬼の紙芝居を視聴後に質問すると「怒りん坊の鬼」、「泣き虫鬼」、「キックする
鬼」、「野菜食べない鬼」と普段大人に言われている様なことを言ってます。
ご家庭でも聞いてみて下さいね。

自分のおやつ（ジャムパン）を
作りました

会話を楽しみながら作ることが出来る様になりました

たんぽぽ組

目的地が同じ際は、異年
齢児で行くことが出来るよう
に成長致しました

お誕生会の様子

説明を聞くと保育士の見守りで
出来る様になりました

年に一回の自分の記念日
忙しい中、保護者も参加し皆で
祝います

スプーンを持って
ゆっくり丁寧にジャ
ムを塗りました

さくら組

つぼみ組
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